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例

1.本書は、岩手県盛岡市向中野一丁目に所在する台太郎遺跡で実施した発掘調査の報告書である。

2.本書は、宅地造成に係る事前調査であり、記録保存を目的とした緊急発掘調査である。

調査期間は、平成23年5月9日から平成23年7月21日、調査面積は4，360ばである

3.本調査は、土地所有者である徳清倉庫株式会社 代表取締役社長佐藤重昭氏と盛岡市教育委員会との

聞に締結された協定書に基づき、遺跡の学び館が野外調査および出土資料整理・報告書編集を行った。ま

た、本調査に係る費用は、事業主体である佐藤重昭氏より支出された。

4.発掘調査およびび、本書の執筆.編集は、盛岡市遺跡の学び

5.遺構平面位置は日本測地系を用い、公共座標第X系を座標変換した調査座標で表示した。

台太郎遺跡 調査座標原点 X -35.500・Y+26.500 -+ RX士 O RY土 O

6.高さは標高値をそのまま使用している。

7.遺構記号は次のとおりである。

遺 構 遺 f茸 遺 +蕃

竪穴住居跡 土 坑 焼土遺構

掘立柱建物跡 竪穴建物跡 i茸

8.遺構番号については県埋丈センター調査遺構番号と調整を図り、連続した共通番号を使用している0

9. 調査および整理作業には、次の方々の協力を得た。(五十音順、敬称略)

[発掘調査・室内整理作業]

阿部正幸、天沼芳子、長内理恵、嘉糠和男、川村久美子、熊谷あさ子、小林勢子、小松愛子、佐藤和子、

佐藤公一、佐藤美智子、竹花栄子、谷藤貴子、千葉留里子、 日野杉節子

[助言・協力]

岩手県教育委員会、佐藤重昭

10.発掘調査に伴う出土遺物および諸記録は、盛岡市遺跡の学ぴ館で保管しである。
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0遺物の表現について

( 1 ) 土器…-土器の区分は、土師器・あかやき土器・須恵器に大別した。

a 土器の実測図・拓本の縮小率は1/3とした。
b 挿図の土器の配列は器種・器形・丈様モチーフ及び施丈技法でまとめた。

c 土師器の黒色処理や彩色されたものは、網目(スクリーントーン)で表現した。

(2 ) 石器

a 縮小率を1/3として器種ごとにまとめて配列した。
(3 ) 石製品・鉄製品

a 縮小率を1/2とした。
(4) 挿図中の記号番号は、遺物の出土地点及び、出土層位を表している。

(例) R A001A層 → RA001竪穴住居跡A層より出土
(例) G 6 A 2 0 illa層

↓↓↓  

※1 ※2 ※3 

※ 1 大グリッド・・・…遺跡の全体を50mメッシュで区切り設定した。北西隅を起点に西から東にA.
B . C . . .のアルファベット、北から南には 1・2・3・・・のアラビア数字を付し、 A

6、C12など、両方の組み合わせでグリッド名を表した。
※2 小グリッド...一大グリッドの中をさらに2m_)(ツシュで区切り、北西隅を起点として西から

東にA~Yのアルファベット、北から南に 1 ~25のアラビア数字を付し、グリッド名は両方

の組み合わせで表した。

※3 遺物の出土層位を示す。

0遺構の表現について

各遺構の平面図で、複数の遺構を同一図面に表示する場合、説明する遺構は実線で表し、重複遺構は一点

鎖線で表し、掘込面に層位差のある重複遺構は二点鎖線で表した。

土層図は堆積のしかたを重視し、線の太さを使い分けた。層相の観察にあたっては『新版標準土色帖.1(1994 
小山正忠・竹原秀雄)を参考にした。



1 .遺跡の環境

1 .地理的環境

遺跡の位置 台太郎遺跡は、盛岡市街地より南西約2kmの向中野地内に所在する(第l図)。かつては水田・

畑・宅地などの農地が主体を占めていたが、近年は盛岡南新都市土地区画整理事業(盛南開発)

区域内のため、急速に宅地化が進められている。遺跡の範囲は南北500m、東西750mと推定され、

標高は119~123mで、ある。現況は宅地および田畑である(第 3 図)。

地形・地質 盛岡市は東に北上山地、西に奥羽山脈を擁し、北西には岩手山 (2，038m)を望む。中央の北

上平野には東北ーの大珂である北上川が流れる。北上山地と奥羽山脈は、構成する地質やその形

成年代が異なるため、東西の地形の様相は大きく異なる。また、岩手山を含む八幡平火山地域の

火山活動も盛岡の地質・地形に大きく影響を及ぼしている。

雫石川は奥羽山脈より東流し、その流れは烏i白山と箱ヶ森に挟まれた北の浦(市内上太田)で

急激に狭められ、その狭窄部を抜けて北上川と合流する。雫石川はこれまでに何度も流路を変え

ており、雫石川南岸に広がる沖積段正の形成に大きな影響を及ぼしている。台太郎遺跡はその沖

積段正上に立地している(第2函)。

この沖積段丘は、水成砂喋層を基底とし、その上層に水成シルト、さらに表土が覆っている。

このシルト層は旧河道などの低地形ばかりでなく、微高地上にも堆積している。これは沖積段丘

が、河道の定まらない雫石川の下刻が周辺山地からもたらす砂蝶やシルトによって形成され、何

度も堆積が繰り返されたことによるものである。雫石川の旧河道は幾筋も確認されており、大き

なものは4条、そのほかにも網目状に細かな旧河道が沖積段丘に広がっている。それらに画され

た微高地上に遺跡が点在している。

第 1図 台太郎遺跡位置図 (1: 100，000) 
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2.歴史的環境

周辺の遺跡 雫石川南岸の沖積段Eは市内本宮・太田・飯岡地区から矢巾町まで、広がっており、数多くの遺

跡が立地する。これまで縄文時代の遺物は少量発見されるものの、竪穴住居跡等の遺構の発見は

少なかった。しかし、近年、盛南開発事業にともなう調査によって本宮熊堂A.B遺跡などで縄

文時代晩期の竪穴住居跡が発見されるなど、次第に集落の様相があきらかになりつつある。弥生

時代については遺物が少量発見されるものの、明確な遺構の検出はされていない。古墳時代の遺

構・遺物も発見は少ないが、竹鼻遺跡で古墳時代末の竪穴住居跡が確認されている。

古 代 奈良時代になると周辺の遺跡数は飛躍的に増加する。本遺跡南西の飯岡山東麓には終末期古

墳の高館古墳群が、北西約 5kmのところには太田蝦夷森古墳群が築造され、野古A遺跡、百日

木遺跡、西鹿j度遺跡などで竪穴住居跡が増加する。平安時代 (9世紀)になると志波城 (803年)

が造営され、この地域にも律令国家の支配が及ぶ。しかし、志波城は北側を流れる雫石川の度重

なる水害のために、 10年あまりでその機能を徳丹城(矢巾町)に移動させる。やがて、その徳丹

城も 9世紀中葉にはその機能が停止し、律令国家の拠点は鎮守府胆沢城(奥州市)に集約される

が、周辺の竪穴住居を主体とする集落はさらに増加する傾向にある。台太郎遺跡では600棟を超

す竪穴住居跡が発見されており、当時のこの地域(志波)の最大集落であったと考えられる。ま

た、 9 世紀後葉~1O世紀前葉になると地域の拠点的な集落が出現し始める。志波域の北東の林崎

遺跡、大宮北遺跡、小幅遺跡では規模の大きい官街的な建物群が造られる集落が発見されており、

在地有力者の拠点と考えられる。

10世紀後半から12世紀までの遺跡は非常に少ないが、大新町遺跡や上堂頭遺跡、高松神社裏遺

跡では10世紀後半頃の掘立柱建物や竪穴と土器が出土している。 12世紀の村落や屋敷、居館の遺

構は堪根遺跡や稲荷町遺跡で確認されている。また、平泉藤原氏の影響下にあったと考えられる

宗教遺跡も多数存在する。 12世紀以降、街道筋や山頂などに経塚が築かれるようになり、内村遺

跡では経塚に埋納したとみられる常滑の大童が出土しているほか、湯査経塚からは常滑の三筋丈

壷、一本松経塚からは渥美の壷が発見されている。大宮遺跡、では大溝から 12世紀~13世紀のかわ

らけが出土している。

中 世 鎌倉時代から室町時代については、台太郎遺跡で居館と村落跡、墓域等が確認されている。戦

国期の盛問周辺は、南部氏と斯波氏の衝突が激しかった地域であるが、市内に数多く分布する城

館跡の多くは、室町時代から戦国時代のものと考えられている。これらの城館跡は丘陵や山頂な

ど見晴らしのいい場所だけでなく、平野部の微高地などにも多数築かれている。台太郎遺跡周辺

では、南側の向中野館遺跡や矢盛遺跡で居館跡と考えられる遺構が発見されている。

近 世 現在の城下の町並みの形成は、南部氏の盛岡城築城から始まる。

2 

九戸合戦終結後の天正19年 (1591)、南部信直は帰還する豊臣軍の軍監浅野長政から不来方城

において、この不来方の地に新城を築くよう、積極的に奨められている (r祐清私記n。その後、
慶長3年 (1598)より盛岡城の築城は始まり、寛永10年 (1633)に一応の完成をみる。石垣補修

に係る発掘調査により、盛岡城は 1~5期の変遷を経て現在に至っていることが判明している。

盛岡城は当初の基本的縄張りに浅野長政が関わり、実際の築城工事には前田利家の家臣内堀伊

豆世頼式が奉行並として参画していたことから、戦国期の北奥地域の城館とは大きく異なり、総

石垣の豊臣系城郭として国内最北の事例となっている。



-縄文時代 E 丘陵地I 回一地
円谷底町

氾濫平野

。縄文時代~古代

川 叩 医ヨ砂棚田
0 古代 (中位段丘)

口中世・近世 扇状地及び ヨ附 1 : 50，000 2km 
産錐性扇状地 (低位段丘)

第2図 地形分類と周辺の遺跡分布
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11.調査成果

十これまでの調査

発見の経緯 台太郎遺跡は、昭和60年度の仙北西地区区画整理事業時の工事現場にて、平安時代の竪穴住居

跡が発見され周知された遺跡である。平成5年度からは、盛南開発事業にともなう発掘調査が主

体を占め、以後74次にわたって調査されている。
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これまでの県埋丈センター・市教委の発掘調査により、 7 世紀~10世紀の古代集落、中世の居

館を中心とした集落跡や墓域、近世の村落跡などが確認されている。

古代(奈良・平安時代)の竪穴住居跡は600棟以上を数え、そのほかに掘立柱建物跡 (2x 2 

間総柱)や大溝などが確認されており、当時の「志波(斯波)J地域最大の集落といえる。遺構

の分布をみると、 7 世紀末~8世紀の竪穴住居跡は、いくつかの群をつくりながら南西部を除く

遺跡全域に分布し、重複はみられない。それに対し、 9 世紀~10世紀の竪穴住居跡は、遺跡の西

部と中央~北部の段丘縁辺部に分布が集中し、多くの重複がみられる。個別の竪穴住居跡の特徴

をみると、 7 世紀末~8 世紀は北西カマドが圧倒的で、北東~南カマドもわずかにあるが、カマド

の作り替えは少ない。 9 世紀~10世紀は北西~北カマド、南東カマドなどさまざまで、大型住居

にカマド作り替えが多い。

中世(鎌倉~戦国時代)になると、 12世紀後半の渥美の灰柏小型壷が遺跡北東より単独出土し

ている。遺跡の立地状況と遺物の年代から推測すると、経筒外容器として経塚に納められていた

ものと考えられる。 13世紀後半には、遺跡中央部に不整五角形プランの在地領主の居館が営まれ、

周辺域にはこれに関連する区画溝や道路跡、掘立柱建物跡、竪穴建物跡等が分布している。また、

遺跡南部には中世の土坑墓群、掘立柱建物跡、竪穴建物跡、さらに現在の「諏訪神社」の周囲を

囲むような堀跡や、社殿または仏堂らしい掘立柱建物跡も確認されている。これらは出土した陶

磁器の年代から15世紀頃まで存続したと考えられる。居館北東側には幅6m内外で、並行する道路

側溝状のj茸跡があり、この溝の東側には並行して区画整理工事前の道路も存在していた。この道

は、遺跡北東部の段丘崖や居館の堀、周辺の区画溝とも並行しており、居館や周辺村落と並存し

ていた道路跡と考えられる。また、本遺跡の南方には、向中野館遺跡(北館、南館)が存在して

いるが、館跡を構成する曲輪が方形を基調としたプランであることや、北館付近では堀や土橋、

小さな曲輪などの複雑な配置であることから、およそ16世紀を中心とした年代が考えられる。

近世(江戸時代)には雫石川は現在の流れとなり、旧河道の東側には奥州道中(街道)が通じ、

城下の玄関口にあたる仙北組了が開かれる。これにより向中野はこの町の郊外となった。この時

代の遺構としては、掘立柱建物跡の曲屋跡や直屋跡などが遺跡内に点在するようになる。水団地

帯の中に農家が点在する近世の「向中野村」の一部と考えられる。
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2. 平成23年度の調査

調査経過 当該区域について土地所有者から庖舗建築および宅地造成に係る事前協議があり、平成23年3

月 1 日付けで発掘届が提出された。これを受けて同年 4 月 4 日 ~5 日にかけてトレンチによる試

掘調査を行った。その結果、計画区域全域において平安時代の竪穴住居跡や溝跡が確認され、工

事着手前の緊急発掘調査が必要となった。平成23年4月28日、土地所有者と盛岡市教育委員会教

育長との間で「埋蔵文化財に関する協定書」が締結され、遺跡の学び

間は平成2お3年 5 月 9 日 ~7 月 2乱1 日、調査面積は4，360ばである。

3.遺構の検出状況

第73次調査区は遺跡の南東端に位置し、商から東にかけての緩やかな斜面となっており、標高

値は119m前後で、ある。遺構は暗褐色シルト~黄褐色シルト層上面で検出した。

検出遺構 確認された遺構は、平安時代の竪穴住居跡8棟、竪穴建物跡7棟、古代以降の土坑21基、溝跡

4条、焼土遺構1基、中世の溝跡1条、時期不明の掘立柱建物跡1棟、溝跡l条である。

4. 古代の遺構・遺物

R A653竪穴住居跡(第5図)

位 置 北調査区北西 平面形方形 主軸方向 N28.50W 重護関係なし

規 模 北西南東3.56mX南西一北東3，93m 掘込面削平 検出面暗褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、黄褐色シjレトを粒状に含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは0，04~OJOmで、外傾して立ち上がる。

床の状態 床面はほぼ平坦である。構築士 (L層)は暗褐色土を主体に黒褐色シルト質埴壌土を粒状に少

量含む。厚さは0，02~OJ8m をはかる。

カマド 北西壁東寄りに構築され、煙道平面形は溝状で断面は楕円形を呈する。燃焼部から煙出しに向

かつて緩やかに下がる。規模は、焚口から煙出し先端までの長さ 2.3m、幅O目32m~0.52m、検出

面から煙出し底面までの深さは0，52mをはかる。煙道内から燃焼部にかけてカマド崩壊土(J層)

が堆積している。 J1層は黒褐色土を主体とし、黄褐色シルトと焼土を少量含む。 J2層は黄褐

色シルトを主体とし、粒~塊状の黒褐色土と粒状の焼土を含み、 J3層は黒褐色土を主体として、

黄褐色シルトと焼土を粒状に少量含む。カマド基底部は残存していない。火床面は0.37x0.28m 

の不整円形を呈する。

出土遺物 あかやき土器、土師器の小破片が出土。

R A654竪穴住居跡(第6・7図)

位 置 北調査区北西 平面形方形 主軸方向 N420W 

重複関係 R G608溝跡に切られる。

規 模 北西一南東6.22mx南西北東6.73m 掘込面削平 検出面目音褐色シルト層

埋 土 自然堆積による。 A~C層に大別される。

A層一黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトを微量に含む。

10 



B層 黒褐色土を主体とし、層状の黄褐色シルトと粒状の黒褐色土を少量含む。

C層一暗色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトと焼土・炭化物を多量に含む。 2層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さは0.30~0.50mで、外傾して立ち上がる。

床の状態 床面はほぼ平坦で、ある。壁際に、幅0.07~0.21m、深さ 0.05~O.l6mの周溝がめぐる。構築士 (L

層)は黄褐色シルトを主体に、粒~塊状の黒褐色土を少量含み、厚さは0.04~0.11mで、ある。

カマド 北西壁中央に構築され、煙道平面形は割り貫きのトンネル状で断面は楕円形を呈する。天井部

分が残存しており、燃焼部から煙道中央部にかけてやや上がり、煙出しに向かつて緩やかに下が

る。規模は、焚口から煙出し先端までの長さ3.34m、幅0.50m~0.63m、検出面から煙出し底面

までの深さは0.78mをはかる。煙道内から燃焼部にかけてカマド崩壊土(J層)が堆積している。

J 1層は黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトと焼土を少量含む。 J2層は黒褐色土を主体

とし、粒状の黄褐色シルトを微量に、焼土を少量含む。 J3層は黒褐色土を主体とし、粒~塊状

の黒色土と黄褐色シルトを少量含む。 J4層は黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトと層状

の焼土を少量含む。

燃焼部 カマド基底部は残存しておらず、火床面のみが残されている。火床面は0.49x0.69mの不整円

形で、熱浸透層の厚さは0.04mを測る。

柱 穴 床面から11口のピットを検出した。それぞれの床面からの深さはP1 -0.54m、P2 -0.56m、

P 3 -0.48m、P4 -0.37m、P5 0.52m、P6 0.48m、P7 -0.62m、P8 -0.34m、P9 0.19 

m、P10 0.35m、P11-0.69mで、ある。

出土遺物(第17・18図1~19) 1 は須恵器の杯で底部は回転糸切無調整である。 2~4 はいずれもあか

やき土器の杯である。 2は全体に二次焼成を受けている。 5は耳皿で、高台部分と半分が欠損し、

二次焼成を受けている。 6は土師器の底部回転ヘラケズリの杯である。内外に黒色処理が施され

ているが、調整痕は磨滅している。 7は須恵、器の短頚壷である。 8は須恵器の長頚瓶である。 9

は須恵、器の聾である。体部内外面にカキメが施されている。 10・11は同一個体の須恵器聾である。

口縁部直下に波状文が施され、その下部に動植物を表したと考えられる線刻画が描かれている。

12・13は同個体の須恵器の蓋であり、体部の内外にはタタキが施されている。 14は土師器の聾で

ある。底部は砂底で、体部の内外面にヘラナデが施されている。 15は紡錘車で、半分のみ残存し

ている。 16・17は万子である。 18は掲臼で、材質は凝灰岩である。 19は三面を使用した砥石で、

材質は凝灰岩である。

R A655竪穴住居跡(第8図)

位 置 北調査区南西側 平面形方形 主軸方向 N28SW 

重複関係 R E089に切られる。

規 模 北西一南東5.34mx南西一北東5.75m 掘込面削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量含む。 2層に細別される。

壁の状態

床の状態

カマド

検出面から床面までの深さは0.2~0.28mで、外傾して立ち上がる。

床面はほぼ平坦である。構築土 (L層)は、黄褐色シルトを主体に粒~塊状の黒褐色土を微量

に含み、厚さは0.02~0.28mで、ある。

北西壁中央に構築され、煙道平面形は割り貫きのトンネル状で、断面は不整円形を呈する。天

井部分が残存しており、燃焼部から煙出しに向かつて緩やかに下がる。規模は、焚口から煙出し

先端までの長さ 3.l6m、幅0.29m~0.4m、煙出しの検出面から底面までの深さは0.74m をはかる。
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煙道内から燃焼部にかけてカマド崩壊土(J層)が堆積している。 J1層はにぶい黄褐色シルト

を主体とし、粒状の黒褐色土を少量含む。 J2層は黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトと

黒色土を少量含む。 J3層は灰黄褐色シルトを主体とし、粒状の黄褐色シルトを少量と黒褐色土

を多量に含む。 J4層は黒褐色土を主体とし、粒~塊状のにぶい黄褐色シルトと焼土を少量含む。

J 5層は黒褐色土を主体とし、粒状の黒色土を微量に含む。

燃焼部 カマド基底部は残存していないが、壁面が内側に突出している部分があり、地山を郎り出して

基底部の一部として使用していたと考えられる。火床面は0.5xO.57mの不整円形で、熱浸透層の

厚さは0.04mで、ある。

柱 穴 床面から 2口のピットを検出した。床面からの深さはP1 -0.32m、P2 -O.l3mである。

出土遺物(第19図1~11) 1~3 はあかやきの杯である。 1 は二次焼成を受けており、器面が摩滅してい

る。 3は体部に縦位の線刻が10本刻まれている。 4は土師器の高台付杯である。内面の黒色処理

が二次焼成によりはじけている。体部下端にはヘラケズリが施されている。 5~9 は土師器の杯

である。 5は被熱により内面の調製痕が不鮮明となっている。 6は口縁部外面にもミガキが施さ

れている。 10は土師器の歪である。口縁部は内外面ユピナデ、体部外面は縦に、内面は横にヘラ

ナデが施される。 11は敵石である。長軸両端部が使用され、材質は安山岩である。

R A656 (新・旧)竪穴住居跡(第 9~12図)

位 置 北調査区南東 平面形方形 主軸方向 (旧)N3TW (新) N400W 

重複関係

規模

掘込面

なし

(旧)北西一南東4.70mx南西一北東4.04m (新)北西一南東7.54mx南西一北東7.30m

削平 検出面暗褐色シルト層

埋 土 自然堆積による。 A~B層に大別される。

A層一黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトと焼土を少量含む。 3層に細別される O

B層 黒褐色土を主体とし、粒~塊状の焼土を多量に含む。

壁の状態 新住居の壁は検出面から床面までの深さはO目32~0目42mで、外傾して立ち上がる。旧住居の壁

は削平されている。

床の状態 床面はほぼ平坦である。新住居の構築土 (L1層)は黒褐色土を主体に、粒~塊状の黄褐色シ

ルトを多量に含み、厚さは0.02~0.26mで、ある。 L2 層は暗褐色土を主体として黄褐色シルトと

明黄褐色土を少量含む。旧住居の構築土である L3層は、黄褐色シルトを主体として黒褐色土を

少量含む。

カマド カマドは新旧2時期ある。 I日期のカマドは、北西壁に構築され、煙道平面形は割り貫きのトン

12 

ネル状で、断面は楕円形を呈する。天井部分が残存しており、燃焼部から煙出しに向かつて緩や

かに下がっている。規模は、焚口から煙出し先端までの長さ2.89m、幅0.29m~0.34m、煙出し

検出面から底面までの深さは0.80mで、ある。煙道内から燃焼部にかけてカマド崩壊土(J層)が

堆積している。 J層は黒褐色土を主体として、粒状の黄褐色シルトと焼土を少量含む。 4層に細

別される。

新期のカマドは、北西壁中央に構築され、煙道平面形は割り貫きのトンネル状で、断面は不整

円形を呈する。天井部分が残存しており、燃焼部から煙出しに向かつて緩やかに下がる。規模は、

火床面から煙出し先端までの長さ3.48m、幅0.33m~0.40m、煙出しの検出面から底面までの深

さは0.86mをはかる。煙道内から燃焼部にかけてカマド崩壊土(J層)が堆積している。 J層は、



黒褐色土を主体として粒~塊状の黄褐色シルトと焼土を少量含む。 6層に細別される。

燃焼部 新住居のカマド基底部は左側が残存している。旧住居のカマド基底部は残存しておらず、火床

面のみが残されている。新住居の火床面は0.64x 0.66mの不整円形で、熱浸透層の厚さは0.10m

である。旧住居の火床面は0.50x 0.55mの不整円形で、熱浸透層の厚さは0.12mをはかる。

柱 穴 新住居の床面から10口のピットを検出した。床面からの深さはP1 -0.50m、P2 -0.55m、

P 3 0.45m、P4 -0.67m、P5 -0目53m、P6 -0.18m、P7 -0.32m、P8 -0.29m、P9 0.23 

m、P1O-0.42mで、ある01日住居の床面から 4口のピットを検出した。床面からの深さはP1 -0.13 

m、P2 -0.13m、P3 -0.20m、P4-0.17mで、ある。

出土遺物(第20図1~9) 1・2は回転糸切り無調整の須恵器の杯である。 3はあかやき土器の小形聾で

ある。 4は土師器の杯で、内外面に黒色処理後へラミガキが施されているが、磨滅により調整痕

は不鮮明である。 5・6はあかやきの聾である。 5は、体部内面にハケメ、外面にヘラケズリが

施される。 6は体部内外面にヘラナデが施されているが、外面は摩滅している。 7・8は土師器

の小形斐である。 7は口縁部にヨコナデ、体部は外面にケズリ、内面にヘラナデが施されている0

8は体部内面にヘラナデ、外面にヘラケズ1)が施されている。 9は板状を呈し、左端の目釘穴に

は釘が残存している。苧引鉄か。

R A657竪穴住居跡(第13図)

位 置 南調査区中央南 平面形方形 主軸方向 (旧) S 43
0 E (新)N41

0W 

重視関係 なし

規 模 北西一南東4.96mx南西一北東4.90m 掘込面削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 後世の削平によりほとんど残存していないが、 A~B層に大別される。

A層一黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトと明黄褐色シルトを微量に含むO

B層一黒褐色土を主体とし、微量の黄褐色シルトと塊状の焼土を少量含む。

壁の状態 削平によりほとんど残存しておらず、検出面から床面までの深さは0.08mで、ある。

床の状態 床面はほぼ平坦である。構築土 (L層)は、黄褐色シルトを主体に粒状の黄黒褐色土を微量に

含み、厚さは0.02~0.19mで、ある。

カマド カマドは新旧二つある。旧カマドは、南東壁中央に構築され煙道平面形は溝状である。燃焼部

から煙出しに向かつて緩やかに下がる。規模は、焚口から煙出し先端までの長さ2.57m、幅0.28

m~0.39m、検出面から底面までの深さは0.48m をはかる。煙道内には人為的に埋められた土 (A'

層)が堆積している。 A'層は黄褐色シjレトを主体として、粒状の黒褐色土を少量含む。 2層に

細別される。

新カマドは南西北東壁北側に構築され、煙道平面形は割り貰きのトンネル状で、断面は楕円

形を呈する。天井の大部分は崩落しており、燃焼部から煙出しに向かつて緩やかに下がる。規模

は、火床面から煙出し先端までの長さ2.36m、幅0.39m~0.53m、煙出しの検出面から底面まで

の深さは0.57mをはかる。煙道内にはカマド崩壊土(J層)が堆積している。 J1層は黒褐色土

を主体とし、粒~塊状の焼土を少量含む。 J2層は黒褐色土を主体とし、塊状の焼土を少量含む。

J 3層は黒褐色土を主体とし、粒状の褐色土を少量と焼土を微量に含む。

燃焼部 新旧カマド共に基底部は残存しておらず、火床面のみが残されている。旧カマドの火床面は0.40

xO.40mの不整円形で、熱浸透層の厚さは0.06mで、ある。新カマドの火床面は0.18x0.32mの不整

円形で、熱浸透層の厚さは0.04mを測る。

13 



柱 穴 床面から 3口のぜットを検出した。床面からの深さはP1 -0.30m、P2 0.l8m、P3 -0.l4 

mで、ある。

出土遺物(第20図1O~12) 10は須恵器の杯で、焼成時の熱により口縁部に歪みが生じている。 11は土師

器の士不で、内面は黒色処理とヘラミガキが施されている。口縁部外面にも横位のミガキが施され

ている。 12は環状石製品の未製品である。材質は凝灰岩である。

R A658竪穴住居跡(第14図)

位 置 南調査区中央南側 平面形方形 主軸方向(旧) E300 N (新)N27SW 

重複関係 R G607に切られる。 規 模 南西北東3.50m 掘込面削平

検出面 黄褐色シルト層

埋 土 削平により残存していない。

壁の状態 削平により残存していない。

床の状態 床面はほぼ平坦で、ある。構築士 (L層)は、黄褐色シルトを主体に粒~塊状の黒褐色土を多量

に含み、厚さは0.ü4~0.l8mで、ある。

カマド カマドは新旧二つある。旧カマドは、北東壁中央に位置する。割り貫きのトンネル状であるが、

後世の削平により天井部はほとんど残存していなしミ。規模は、残存部分から煙出し先端までの長

さ1.36m、幅0.35m~0.50m、煙出しの検出面から底面までの深さはO目31mである。煙道内には人

為的に埋められた土 (A層)が堆積している。 Al層は、黄褐色シルトを主体として粒~塊状の

黒褐色土を少量含み、 A2層は黒色土を主体として粒状の黄褐色シルトを微量に含む。

新カマドは北西壁西寄りに構築され、煙道平面形は溝状である。削平により、ほとんど残存し

ていない。規模は、火床面から煙出しの残存している部分までの長さ1.50m、幅0.l2m~0.23m 

である。煙道内にはカマド崩壊土(J層)が若干堆積しており、 J層は、明黄褐色シルトを主体

として粒~塊状の褐色シルトと黒褐色土を少量、焼土を微量に含む。

燃焼部 新旧カマド共に基底部は残存しておらず、新カマドの火床面のみが残されている。新カマドの

火床面は0.31xO.36mの不整円形で、熱浸透層の厚さは0.08mを測る。

柱穴なし。

出土遺物 土師器の小破片が出土。

/ 

R A659竪穴住居跡 L第14図)

位 置 南調査区南東 平面形不明 主軸方向 W70N 重複関係なし

規 模 煙道の部分のみ残存 掘込菌削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 後世の削平によりほとんど残存していないが、 A層は黒褐色土を主体に粒状の黄褐色シルトを

含む。 2層に細別される。

煙 道 煙道の規模は、残存部分から煙出し先端までの長さ1.26m、幅0.21m~0.32m、検出面から底

面までの深さは0.28mをはかる。

出土遺物(第20図13) 13は土師器の蓋で、口縁部にユピナデ、体部内外面にヘラナデが施される。

RA660竪穴住居跡(第15・16図)

位 置 南調査区南 平面形方形 主軸方向 (旧)N3TW (新)N59
0

W 

重複関係 なし

14 



規 模 北西南東7.80m(南東側は撹乱により削平) x南西北東8.26m 掘込面削平

検出商

埋土

監の状態

床の状態

カマド

黄褐色シルト層

A層は黒褐色土を主体に黄褐色シルトを粒~塊状に少量含む。

削平によりほとんど残存しておらず、検出面から床面までの深さは0.08mで、ある。

床面はほぼ平坦である。構築土 (L層)は部分的にみられ、黒褐色土を主体に粒~塊状の黄褐

色シルトを多量に、粒~塊状の明黄褐色土を少量含み、厚さは0.03m~0.21mで、ある。

カマドは新旧二つある。新|日ともに北西壁中央に構築され煙道平面形は溝状であるが、本来は

割り貫きのトンネjレ状だったと考えられる。旧カマドは燃焼部から煙出しに向かつて緩やかに下

がる。規模は、焚口から煙出し先端までの長さ3.02m、幅0.25m~0.49m、煙出しの検出面から

底面までの深さは0.67mをはかる。住居の拡張の際に旧カマドが人為的に埋められたため、煙道

内には構築士 (Ll~L3層)が堆積している。 L 1層は、黒褐色土を主体に粒~塊状の黄褐色シ

ルトと、粒~塊状の明黄褐色土を少量含む。 L2層は黒色土を主体として粒~塊状の黄褐色シル

トを少量含む。 L3層は黄褐色シjレトを主体として粒~塊状の黒褐色土を少量含む。

新カマドは燃焼部から煙出しに向かつて緩やかに下がっている。規模は、焚口から煙出し先端

までの長さ3.20m、幅0.43m~0.56m、検出面から煙出し底面までの深さは0.74mである。煙道内

から燃焼部にかけてカマド崩壊土(J層)が堆覆している。 J層は黒褐色土を主体として、粒~

塊状の黄褐色シルトと焼土を少量含む。 4層に細別される。煙出しの底面には土師器聾(第21図

5)が置かれていた。

燃焼部 新旧カマド共に基底部は残存しておらず、火床面のみが残されている。旧カマドの火床面は0.48

xO目73mの不整円形で、熱浸透層の厚さは0.03m~0.09mである。新カマドの火床面は0.46x 0.53m 

の不整円形で、熱浸透層の厚さはO.llmを測る。

柱 穴 床面から 3口のピットを検出した。床面からの深さはP1 -0.37m、P2 -0.43m、P3 -0.69 

mで、ある。

出土遺物(第21 図 1~9、第25図10) 1は回転糸切りの無調整の須恵器の杯である。 2は土師器の高台

付坪である。内外に黒色処理がされ、内面はヘラミガキを施している。 3は土師器の均二で、内面

に黒色処理とヘラミガキを施している。 4 は須恵器の査である。 5~10は土師器の聾である。 5

は口縁部にナデ、体部内外面にヘラナデが施されている。 6・7は口縁部にナデ、体部内面にヘ

ラナデ、外面にヘラケズリが施されている。 8は口縁部にユピナデ、体部内面にヘラナデ、外面

にヘラナデとヘラケズリが施される。 9は体部内面にヘラナデ、外面にヘラケズリが施され、底

部は砂底である。 10は、胴部内外面にヘラナデが施されている。
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~J二7\斗
1 (RA654 J3-B23 C，層) 2(RA65413】X23C，]嘗)

..~三グ~~E1
¥ 亡二二丁て/ 4 (RA654 13司Y24C，層)

とろ
5 (RA654 J3“B23 C，層)

3 (RA654 J3心23B層)

6 (RA654 J3-A24 C，層)

に
7 (RA654 J3-B24 C，層)

9 (RA654 13-X23 C，層)

8 (RA654 13-Y24 C，層)

。 1 : 3 10cm 

11 (RA654 J3-A25 Cl層)

第17図 R A654竪穴住居跡出土遺物(1 ) 
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」二二二「二二グ

14(RA65413目Y23C，盾)

16(RA654 13-Y23 C1層)

18(RA654 13-Y23 B層)

1 2 (RA654 J3-A25 C，層)

d 州、一
世ーや ψ J -_.'-""_ 

1 3 (RA654 J3-A25 C，層)

一口
1 5 (RA654 J3-A22 B層)

17(RA654 13-Y23 C，層)

つ19(RA654 J3-B22日唐)

15~17は 1: 2 
o 1 : 3 

第18図 R A654竪穴住居跡出土遺物 (2)

1口cm
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可
1 (RA655 J4-C4土器NO.1床函)
ノ

2 (RA655 J4-C5床箇)
3 (RA655 J4-C5 A層)

5 (RA655 J4司C4土器NO.3A層) 6 (RA655 J4-C4 A層)

4 (RA655 J4-C5土器No.4床面)

7 (RA655 J4四日5A層) 8 (RA655 J4心4A層) 9 (RA655 J4-C5 AJ奮)

Cコ11 (RA655 J4凹85A層)

1 0 (RA655 J4-C5土器NO.2床面) 。 1: 3 10cm 

第19図 R A655竪穴住居跡出土遺物
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三三子 k二Lf
1 (RA656 J4戸K1カマド下 L2層) 2 (RA656 J4-L2 A2層)

3 (RA656 J4】M3Pit9A2)膏)

4(RA656 J4-K3 A，層)

5 (RA656 J4-J2 J4層)

6 (RA656 J4-K2 L 1層) ア(RA656J4-K1 J4唐)
8 (RA656 J4-L4 B層)

1 O(RA657 J5-E1旧煙道 A1層)

9 (RA656 J4-K4 C層)

11 (RA657 J4-E25 L層)

ε~~ 。12 (RA657 J4-D23 *lID) 
13(RA659 L4戸L23煙道 A2層)

9.12は1:2 
o 1 : 3 10cm 

第20図 R A656・657・659竪穴住居跡出土遺物
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1 (RA660 J5-H4 Al層) 2 (RA660 J5-J4 L層) 3 (RA660 J5四13煙道 J2層)

4 (RA660 J5-H3煙出し J4層)

6 (RA660 J5-H3 J4層)

5(RA660 J5同H3煙出し J4膚) 7(RA660 J5-13 Jl層)

9 (RA660 J5-13カマド Jl層)

8 (RA660 J5-13煙道 J2層) 。 1: 3 10cm 

第21図 R A660竪穴住居跡出土遺物(1 ) 
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R E087竪穴建物跡(第22図)

位 置 北調査区西側 平面形方形 重複関係なし

規 模 北西南東3.80mx南西一北東2.47m 掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 自然堆積による。 A~C層に大別される。

A層 黒褐色土を主体とし、粒状の明黄褐色シルトを微量に含む。 2層に細別される。

B層 黄褐色シルトを主体とし、少量の粒~塊状の黒褐色土と、粒状の明黄褐色シルトを微量に

壁の状態

床の状態

出土遺物

含む。 4層に細別される。

C層 黄掲色シルトを主体とし、粒状の明黄褐色シルトを少量含む。

D層一黒褐色土を主体として、黄褐色シルトを少量含む。

検出面から床面までの深さはO.65~O.70mで、外傾して立ち上がる。

床面はほぼ平坦で、ある。

あかやき土器、須恵器、土師器の小破片が出土。

R E088竪穴建物跡(第22図)

位 置 北調査区北西 平面形方形 重複関係なし

規 模 北西一南東2.95mx南西北東2.70m 掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 自然堆積による。 A~C層に大別される。

A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを多量に含む。

B層一黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトを少量含む。

C層一黄褐色シルトを主体とし、粒状の黒褐色土を少量含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.32~O.37mで、外傾して立ち上がる。

床の状態 床面はほぼ平坦で、ある。北東側に直径1.15mの周囲に高まりを持つ土坑が掘り込まれている。

出土遺物 あかやき土器、土師器の小破片が出土。

R E089竪穴建物跡(第23図)

位 置 北調査区西側 平面形不整形 重複関係 RA655を切る。

規 模 北西一南東3.87mx南西北東2.24m 掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 自然堆積による o A~C層に大別される。

A層…黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトを微量に含む。

B層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量と、焼土を微量に含む。

C層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトと焼土を少量含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.l4~0.24mで、外傾して立ち上がる。

床の状態 床面はほぼ平坦である。

出土遺物 あかやき土器、須恵器、土師器の小破片が出土。

R E090竪穴建物跡(第23図)

位 置 北調査区中央 平面形方形 重複関係なし

規 模 北西一南東2.55mx南西一北東1.83m 掘込菌 削平 検出田黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを多量に、黒色土を少量含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.l8~0.26mで\外傾して立ち上がる。
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床の状態 床面はほぼ平坦である。構築土 (L層)は、黄掲色シルトを主体に粒~塊状の黒褐色土を多量

に含み、厚さはO.07~0.24mで、ある。

出土遺物 あかやき土器、土師器、須恵器の小破片が出土。

R E091竪穴建物跡(第24図)

位 置 北調査区中央 平面形不整方形 重複関係 RD2157を切る。

規 模 南北2.80mx東西2.70m 掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少~多量含む。 3層に細別される。

壁の状態

床の状態

柱穴

出土遺物

検出面から床面までの深さはO.l7~0.24mで、外傾して立ち上がる。

床面はほぼ平坦で、ある。

床面から 2口のピットを検出した。それぞれの床面からの深さはP1 -O.l2m、P2 O.09m 

である。

あかやき土器、土師器の小破片が出土。

R E092竪穴建物跡(第24図)

位 置 南調査区中央 平面形方形 重複関係 RG607を切り、 RE093に切られる。

規 模 北西一南東3.20mX南西一北東1.16m 掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 人為堆積による。黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを多量に、黒色土を徹量に含むO

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.34mで、外傾して立ち上がる。

床の状態 床面はほぼ平坦である。

出土遺物(第25図 11~13) 11は須恵器の杯で、底部は回転糸切りの無調整である。 12はあかやきの杯で

ある。 13は土師器の杯で摩滅により内側の調製痕は不鮮明である。

R E093竪穴建物跡(第24図)

位 置 南調査区南東 平面形円形 重撞関係 RE092を切る。

規 模 北西一南東3.l4mX南西一北東1.79m 掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを微量に含む。 2層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.05m~O.lOmで、外傾して立ち上がる。

床の状態 床面はほぼ平坦で、ある。

出土遺物 須恵器、あかやき土器、土師器の小破片が出土。
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1 o (RA660 J5-I3旧煙道 L2層)

¥三
13(RE092 J5】M1A震)

14(RD2145 I4田X2A層) 己
15 (RD2145 I4-X2 A層)

。 1: 3 10cm 

第25函 R A660竪穴住居跡 (2)、RE092竪穴建物跡、 RD2145土坑出土遺物
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5.古代以降の遺構・遺物

R B 140掘立柱建物跡(第26図)

位 置 北調査区北西 平面形桁行2間・梁間 l聞の東西棟

重複関係 なし 掘込面削平

検出面 暗褐色シルト層 規模東西2間 (3.97m. 13尺)・南北l間 (1.75m. 5尺8す)

棟方向 P 1とP3を通る柱筋でE170N 

柱問寸法 桁行柱潤は平均1.90m(6尺3寸)である。北側柱筋はP1・2間1.98m(6尺5す)、 P2・

3間1.92m(6尺3寸)をはかる。南側柱筋はP4・5間2.l5m(7尺1す)、 P5・6間1.82m(6 

尺)をはかる。梁間柱聞は1.80m(5尺9す)である。

柱 穴 全ての柱穴より柱痕跡が確認された。柱痕跡径はü.l8~0.31m、掘方径は0.42~0.56m をはかる。

柱穴の埋土は、柱痕跡 (A層)、掘方 (B層)ともに黒褐色土を主体とし、 B層には黄褐色シル

トが粒状に混入する。各柱穴の深さは次の通りである。 P1 -0.34m、P2 -0.42m、P3 -0.50 

m、P4 -0.37m、P5 -0.44m、P6 0.42m。

出土遺物 なし

R 02142土坑(第2ア図)

位 置 北調査区北西 平面形円形 重複関係なし 規模直径1.22m

掘込面 削平 検出面黄掲色シルト層

埋 土 A層黒褐飽土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.l3mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 なし

R 02143土坑(第27図)

位 量 北調査区西 平面形円形 重複関係なし 規模直径0.54m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層上

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトと焼土を微量に含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.l2mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 土師器の小破片が出土。

R 02144土坑(第27図)

位 置 北調査区西 平面形長方形 重複関係なし

規 模 長軸1.80m、短軸0.96m

掘込面 削平 検出面黄褐色シjレト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは0.08mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。構築士 (L層)は、黒褐色土を主体に粒~塊状の黄褐色シルトを微量に含み、

厚さはO.l6mで、ある。
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出土遺物 土師器の小破片が出土。

R 02145土坑(第27図)

位 置 北調査区西側 王子面形不整円形 重複関係なし

規 模 長軸2.33m、短軸1.83m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量と焼土を微量に含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは0.08mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。構築土 (L層)は、黒褐色土を主体に粒~塊状の黄褐色シルトを多量に含み、

厚さはO.l4mで、ある。

出土遺物(第25図14・15) 14・15は砥石である。 14は二面を使用し、材質は火山岩質安山岩である。 15

は四面を使用し材質は凝灰岩である。

R 02146土坑(第27図)

位 置 北調査区北西 平面形楕円形 重複関係なし

規 模 長軸1.39m、短軸1.03m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量~大量に含む。 2層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.l2mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 土師器の小破片が出土。

R 02147土坑(第27図)

位 置 北調査区北西 平面形楕円形 重複関係なし

規 模 長軸1.43m、短軸0.66m(撹乱により削平)

掘込面 削平 検出面貫褐色シルト層

埋 土 A層一黒掲色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量含む。

躍の状態 検出面から床面までの深さはO.l4mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦で、ある。

出土遺物 土師器の小破片が出土。

R 02148土坑(第27図)

位 置 北調査区中央西 平面形方形 重複関係 R G608に切られる。

規 模 長軸1.66m、短軸1.21m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは0.07mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦で、ある。

出土遺物 なし
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R 02149土坑(第27図)

位 置 北調査毘中央西 平面形楕円形 重複関係 R G608に切られる。

規 模 長軸2.03m、短軸1.37m

掘込商 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを微量~少量含む。 2層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さは0.36mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 あかやき土器、土師器の小破片が出土。

R 02150土坑(第27図)

位 置 北調査区中央 平面形方形 重複関係 R G608に切られる。

規 模 長軸1.52m、短軸1.06m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトを少量含む。 2層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.llmで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 なし

R 02151土坑(第28図)

位 置 北調査区中央 平面形楕円形 重複関係なし

規 模 長軸1.12m、短軸0.87m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.llmで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦で、ある。

出土遺物 なし

R 02152土坑(第28図)

位 置 北調査区中央 平面形方形 重複関イ系 なし

規 模 長軸1.70m、短軸1.60m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 士 A層 黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを微量~少量含む。 2層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.l7mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほぼ平坦で、ある。

燃焼部 火床面は0.76x O.l5mの不整形で、浸透層の厚さは0.02mで、ある。

出土遺物 あかやき土器、土師器の小破片が出土。

R 02153土坑(第28図)

位 置 北調査区中央 平面形円形 重複関係なし

規 模 長軸1.l0m、短軸0.91m
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掘込画 部平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層は黒褐色土を主体に粒~塊状の褐色シルトを少量含む。 2層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.l5mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 なし

R 02154土坑(第28図)

位 置 北調査区中央 平面形楕円形 重複関係 R D2155に切られる。

規 模 長軸O.77m、短軸O.62m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層 黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量含む。 2層に細別される。

監の状態 検出面から床面までの深さは0.25mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほぼ平坦である。

出土遺物 なし

R 02155土坑(第28図)

位 置 北調査区中央 平面形円形 重複関係 R D2154を切る。

規 模 長軸1.60m、短軸1.40m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトと塊状の黒色土を少量含む。 3層に細別

される。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.37mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほぼ平坦で、ある。

出土遺物 あかやき土器、土師器の小破片が出土。

R 02156土坑(第28図)

位 置 北調査区中央 平面形長方形 重複関係なし

規 模 長軸1.83m、短軸1.23m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シJレトを多量に含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.l3mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦で、ある。

出土遺物 なし

R 02157土坑(第28図)

位 置 北調査区中央 平由形円形 重複関保 R E091に切られる。

規 模 長軸1.15m、短軸O.65m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少~多量含む。 2層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さは0.20mで、壁は外傾して立ち上がる。
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底面の状態 ほぼ平坦で、ある。

出土遺物 なし

R 02158土坑(第28図)

位 置 北調査区北東 平面形円形 重複関係なし

規 模 長軸1.38m以上、短軸1.36m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少量含む。 2層に細別される。

聾の状態 検出面から床面までの深さはO.42mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦で、ある。

出土遺物 須恵器、土師器の小破片が出土。

R 02159土坑(第28図)

位 置 北調査区北 平面形楕円形 重複関係 R G609を切る。

規 模 長軸2.28m、短軸O.83m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトと焼土を少量含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さは0.22mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 なし

R 02160土坑(第28図)

位 置 北調査区中央 平面形円形 重複関係なし

規 模 長軸1.25m、短軸1.07m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを少~多量に含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.35mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦で、ある。

出土遺物 土師器の小破片が出土。

R 02161土坑(第29図)

位 置 南調査区西 平面形楕円形 重複関係なし

規 模 長軸2.94m、短軸1.38m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 自然堆積による。 A~D層に大別される。

A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトと粒状の黒色土を少量含む。

B層一黒褐色土を主体とし、粒状の黒色土を少量と粒状の黄掲色シルトを微量に含む。

C層一暗褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトと粒状の黒色土を少量含む。

D層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトと粒状の黒色土を少量に含む。 4層に細別

される。
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患の状態 検出面から床面までの深さはO.48mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 土師器の小破片が出土。

R 02162土坑(第29図)

位 置 南調査区西 平面形不整楕円形 重複関係なし

規 模 長軸1.62m、短軸1.13m

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層上面

埋 土 自然堆積による。 A~B層に大別される。

A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の明黄褐色シルトを少量含む。

B層一褐色シルトを主体とし、粒~塊状の黒褐色土と粒状の黄褐色シルトを少量含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.30mで、壁は外傾して立ち上がる。

底菌の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 あかやき土器、須恵器、土師器の小破片が出土。

R G606溝跡(第4・29図)

位 置 北調査区北側 平面形南西から北東にのびる。 重複関係 RG607を切る。

規 模 長さは総延長29.40mをはかり、幅は上端O.32m~O.84m .下端O.l8m~O.52mをはかる。

掘込面 前平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層 黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを微~多量に含む。 2層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.l4m~O.26mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 須恵器、土師器の小破片が出土。

RG607溝跡(第4・29図)

位 置 調査区西側 平面影北西から南東にのびる。

重棲関係 R A658 . R E092を切り、 RG606 . R G611 に切られる。

規 模 長さは総延長78.60mをはかり、幅は上端O.46m~ 1.24m .下端O.30m~ 1.06mをはかる。

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトを搬~多量に含む。 3層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.04m~O.38mで、壁は外領して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦で、ある。

出土遺物(第30図1・2) 1は凹石で、二面を砥面として使用している。 2は砥石で、材質は火山岩質安

山岩である。二面を使用している。

RG608溝跡(第4・29図)

位 置 北調査区中央 平面形隅丸方形 重複関係 RA654. R D2148' R D2150を切る。

規 模 長さは総延長28.40mをはかり、幅は上端O.42m~O.80m .下端0.26m~O.60m をはかる。

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の黄褐色シルトを微~少量含む。 3層に細別される o A 
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3層は人為堆積と考えられる。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.06m~0.22mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物(第30図 3~7 ・第31 函) 3~7 はロクロ成形のかわらけである。 1 は台石である。三面を整形

しており、表面にはコゲが付着している。

円G609溝跡(第4・29図)

位 置 北調査区東側 平面形北西から南東にのびる。 重複関係 RD2159に切られる。

規 模 長さは総延長約24mをはかり、幅は上端1.06m~ 1.86m .下端O.76m~ 1.04mをはかる。

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一黒褐色土を主体とし、粒~塊状の極黒褐色土を少量と粒状の黄褐色シルトを微量に含む。

4層に細別される。

壁の状態 検出面から床面までの深さは0.26m~O.45mで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 土師器の小破片が出土。

R G610溝跡(第4・29図)

位 置 南調査区南西 平面形北西から南東にのびる。 重複関係なし

規 模 長さは総延長6.50mをはかり、幅は上端O.30m~O.50m ・下端O.l6m~O.30m をはかる。

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層は黒褐色土を主体とし、粒状の黄褐色シルトを少量と明黄褐色シルトを微量に含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.lOmで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 なし

R G611溝跡(第4・29図)

位 置 南調査区南東 平面形北東から南西にのびる。 重複関係 R G607を切る。

規 模 長さは総延長1l.30mをはかり、幅は上端O.50m~O.88m ・下端0.28m~O.58m をはかる。

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層は黒褐色土を主体に粒~塊状の黄褐色シルトを少量含む。

壁の状態 底面までの深さはO.06m~O.lOmで、壁は外傾して立ち上がる。

底面の状態 ほほ平坦である。

出土遺物 須恵器、あかやき土器、土師器の小破片が出土。

R F073焼土遺構(第29図)

位 置 北調査区東側 平面形円形 重複関係なし

規模 O.62mx O.53m 

掘込面 削平 検出面黄褐色シルト層

埋 土 A層一赤褐色焼土を主体とし、粒~塊状の明赤褐色焼土を含む。

壁の状態 検出面から床面までの深さはO.30mで、壁は外領して立ち上がる。
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底面の状態 ほほ平坦で、ある。

出土遺物 なし

ピット群(第4・29図) ピットは調査区内から 6 口 (Pl~P6) 検出されている。埋土は黒褐色土を

主体として粒~塊状の黄褐色シルトを少量含む。 P6には柱痕跡が認められる。いずれのピットからも、遺

物等は出土していない。以下、ピットの深さである。 P1 -0.33m、P2 -0.44m、P3-0.27m、P4 0.32 

m、P5 -0.20m、P6 -0.25m。
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1 (RG607 14-V4 A，層)

2(RG607 J4】024A1層)

¥」三-;;JJ~~~三三グ片二l ;l 
3 (RG608 J3-F24 A2層) 4(RG608 J3・F24A2唐)

5(RG608 J4四F24A2層)

~._.~ J ι一」 ヨ
6(RG608 J3】F24A2層)

7 (RG608 J3-F24 A2層)
。 1: 3 10cm 

第30図 RG607・608溝跡出土遺物(1 ) 
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。 1 : 3 10cm 

1 (円G608J3-F24 A，層)

第31図 RG608溝跡出土遺物 (2)
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盟.総括

検出遺構 台太郎遺跡第73次調査では、平安時代の竪穴住居跡8棟、竪穴建物跡7棟、土坑21基、溝跡4

条、焼土遺構1基、中世の溝跡1条、時期不明の掘立柱建物跡l棟、溝跡1条が検出された。

竪穴住居跡 平安時代の竪穴住居跡は、いずれの住居跡もカマド基底部は残存しておらず、住居廃棄の際に

解体されたものと考えられる。 RA660竪穴住居跡の煙道内には、土師器のi不や蓋などが意図的

に廃棄されており、住居廃棄時の祭間行為に関わるものと考えられる。カマドが2時期にわたる

竪穴住居跡は4棟 (RA656・657・658・660)で、カマドの付け替えの際に住居の規模を拡大し

ているものは2棟 (RA656・660)である。ほとんどの竪穴住居跡のカマドの向きは北西方向に

向いており、これまで台太郎遺跡で確認されている平安時代の竪穴住居跡の傾向と相違は見られ

ない。ただ、 l辺が7mを超える大型住居の割合が多い傾向にある。遺構の年代は出土している

土器から概ね 9 世紀後半~1O世紀が想定される。

竪穴 跡 カマドを持たない竪穴建物跡は6棟確認されているが、平面形や深さに相違があり用途は一定

でないと考えられる。唯一、遺物が出土している RE092竪穴建物跡は平面形が長方形を呈し、

埋土は人為堆積であるが、やはり用途・性格等は不明で、ある。

掘立柱建物跡 R B140掘立柱建物跡は北調査区の北西隅で確認されている。 L字状に屈曲する RG606溝跡

の内側に位置し、溝跡の延伸と棟方向が並行していることから、何らかの関連性があると考えら

れるが、遺物が出土していないため時期については不明である。

土 坑 土坑のタイプは多岐にわたり、個々の用途は異なっていると考えられる。埋土に焼土が含まれ

ているものも認められるため、火を使用した用途も考えられるが、遺物が出土していないため詳

細は不明で、ある。

溝 跡 R G606溝跡は地形に沿わず、 L字状に屈曲していることから、何らかの区画溝と考えられる。

その他の溝跡は、北西一南東方向の沢状地形に沿う、または低みに向かつて延伸している。 RG

608溝跡は隅丸方形を呈し、平安時代の竪穴住居跡よりも掘り込みが新しい。同様の遺構は市内

では、台太郎遺跡第26次調査や、西側に隣接する飯岡沢田遺跡第3次調査でも確認されている。

県内では奥州市杉の堂遺跡から東側に開口部を持ち、 12世紀後半のかわらけをともなう方形周溝

が確認されている。いずれの報告でも祭記・儀礼に関わる遺構、あるいは周溝を持つ墳墓が想定

されている。

かわらけ R G608溝跡も埋土中より、かわらけが出土している。器高が低く、口径幅が長い、所謂ロク

ロかわらけの大皿の様相を呈する。また、体部から口縁部にかけて屈曲して直線的に立ち上がる

特徴がある。 12世紀代のロクロかわらけとは異なる特徴から、 13世紀以降の年代が想定される。

周溝内部には明確な建物跡等は確認されなかったが、これまでの類似例との比較や、かわらけが

出土していることから、祭記・儀礼等に関わる施設であった可能性が高い。

線部 画 RA654竪穴住居跡出土の須恵器大書(第17図10・11、第2図版)の頚部には、絵画的な文様

を描いた線刻画が施されていた。口縁部直下には横位の鋸歯丈が施されている。大窪口縁部は部

分的にしか復元できなかったため、線刻画も連続して描かれているかどうかは確認できなかった

が、線刻画は3箇所に認められた。 10の須恵器には2箇所に線刻が施されているが、左の線刻は

植物の葉あるいは鳥の羽根を表現しているかのように見受けられる。右の線刻は動物のように見

えるが欠損部分が大きく全体像は不明で、ある。 11の線刻画は一見すると魚類の様にも見えるが、
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背びれ・尾びれにあたる部分の表現が、鱗の写実的な表現に比べると稚拙で、不正確であるため、

魚類以外の植物などを表現した可能性も考えられる。

このような絵画的文様を描く遺物の出土例は、全国的には弥生時代の土器・銅鐸や古墳の壁爾

などに見受けられる。古代になると須恵器などに所謂ヘラ記号などの線刻文が施されるが、絵画

的要素を持つ線刻丈の出土例は少ない。県内では花巻市庫理遺跡で土師器の置きカマドに水鳥を

描いた例がある。県外の事例では、宮城県多賀城跡からは、植物のような線刻画を描いた円面硯

が確認されている。また、線刻画を描いた瓦なども出土している。秋田県払田柵跡では、竪穴状

遺構から出土したj勃海系と考えられる土器の口縁部に線刻画が描かれているが、モチーフは不明

である。青森県笹森館遺跡では器面に馬を描いている土師器の小形査が出土している。

全ての出土例を網羅したわけではないが、親刻画の全体像が掴めるものは少なく、ほとんどは

破片資料が多いようである。

今回、第73次調査で出土した娘刻画のモチーフについての解釈は、部分的であることと、全国

的にみてもこの時期の出土事例が少ないことから推測の域を出ないものである。本報告書では事

実報告のみに留め、今後の資料の増加・蓄積によって明らかになることを期待したい。

遺構分布 台太郎遺跡はこれまでに70次を超える調査が実施されてきたが、その多くは遺跡酉部~中央部

が大多数を占めていた。今回の第73次調査および71次試掘調査では多数の遺構・遺物が確認され、

遺跡東縁部においても中央部と遜色のない密度であることが明らかとなった。
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写真図版



第1図版

北側調査区全景

南側調査区全景
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第2図版

線刻画須恵器 No. 1 

No.1線刻画部分 (1 ) NO.1線刻画部分 (2)

線刻画須恵器 No.2 

NO.2線刻画部分
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第3図版

R A653竪穴住居跡 R A654竪穴住居跡

R A655竪穴住居跡 R A656竪穴住居跡

R A657竪穴住居跡 R A658竪穴住居跡

R A659竪穴住居跡 R A660竪穴住居跡
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第4図版

R E087竪穴建物跡 R E088竪穴建物跡

R E089竪穴建物跡 R E090竪穴建物跡

R E091竪穴建物跡 R E092・093竪穴建物跡

R B 140掘立柱建物跡 R G608溝跡
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第5図版

台太郎遺跡第73次調査出土 土器群

R G608溝跡出土 かわらけ
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第6図版
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刀子 ・苧引鉄 ・紡錘車 ・石製品 ・耳皿台太郎遺跡第73次調査出土

砥石 ・揖臼台太郎遺跡第73次調査出土
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ふりがな だいたろういせき
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巻 次

シリーズ名

シリーズ番号
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発行機関 徳清倉庫株式会社盛岡市教育委員会

発行年月日 2012年5月31日

ふりカぎな ふりがな コ ド 北緯 東経 調査面積

所収遺跡名 所在地
遺跡番号 世界測地系

調査期間 調査原因
市町村 立1

いわてけんもりおかし

岩手県盛岡市
390 1410 (第73次)むかいなかのいっちょうめ

だいたろういせき
向中野一丁目

台太郎遺跡 ぱん ばん 3201 40' 08' 201 1.05.09~ 4.360 宅地造成
15番、 16番12

51" 19" 2011.07.21 
ほか

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

竪穴住居跡 8 
平安時代

竪穴建物跡 7 土師器 平安時代の竪穴

土 坑 21 
須恵器 住居跡から、線

古代以降 焼土遺構 l 
あかやき土器 刻画が施された

台太郎遺跡
集落跡 i審 跡 4 

耳皿 須恵器の蓋が発
(第73次調査)

かわらけ 見された。
中 世 溝 跡 1 

刀子

掘立柱建物跡 1 
砥石

時期不明
j茸 跡 1 

調査の結果、遺跡中央部と同様の遺構・遺物が確認され、中央部と遜色のない遺構分

布であることが判明し、これまで調査事例の少なかった台太郎遺跡東縁部の様子が明ら

要 約 かになったO また、絵画丈が練刻された須恵器大警の発見は、盛岡周辺では初見である。

かわらけを伴う方形の溝は県内各地でも確認されているが、具体的な用途・性格が明ら

かにはされておらず、資料の増加・蓄積とともに今後の調査・研究が期待される。
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